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(1)　第1863号　2021年12月25日

2022年旗開き・春闘討論集会
日時　１月19日（水）14：00～17：00
場所　水戸市　ホテルレイクビュー水戸
内容　各界からのビデオメッセージ
　　　2021確定闘争推進と

2022県本部春闘方針ほか

任
用
職
員
の
処
遇
改
善
と
組

織
化
、
定
年
引
き
上
げ
に
向

け
た
取
り
組
み
と
、
広
く
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
公

共
サ
ー
ビ
ス
と
公
共
サ
ー
ビ

ス
労
働
者
の
重
要
性
と
存
在

価
値
を
さ
ら
に
社
会
に
浸
透

さ
せ
る
た
め
「
公
共
サ
ー
ビ

ス
に
も
っ
と
投
資
を
！
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
全
国
展
開

が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
討
論
、
本
部
に
よ
る

ま
と
め
の
あ
と
、
川
本
委
員

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
は
「
『
新
自
由

主
義
』
か
ら
の
転
換
を
ど
う

す
す
め
る
か
」
と
題
し
、
宮

本
太
郎
中
央
大
学
教
授
が
講

演
。
宮
本
教
授
は
「
日
本
は

財
政
困
難
、
痛
税
感
と
制
度

不
振
、
自
治
体
の
人
員
不
足

と
制
度
、
こ
の
３
つ
に
よ
り

根
深
い
「
磁
力
と
し
て
の
新

自
由
主
義
」
構
造
が
あ
る
。

こ
れ
を
超
え
る
こ
と
で
新
社

会
民
主
主
義
へ
転
換
す
る
。

そ
の
第
一
歩
が
税
と
社
会
保

障
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の
信

頼
を
つ
く
る
自
治
体
サ
ー
ビ

ス
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今

こ
そ
脱
新
自
由
主
義
を
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
伊
藤
書
記
長
が
２

０
２
２
春
闘
方
針（
案
）を
提

案
。
「
参
加
す
る
春
闘
」
と

し
て
賃
金
・
労
働
条
件
改

善
、
人
員
確
保
、
会
計
年
度

春闘中央討論集会であいさつする川本委員長

自
治
労
本
部
が
春
闘
討
論
集
会

す
る
た
め
人
員
確
保
を
春
闘

の
重
点
課
題
と
す
る
。
ま

た
、
一
時
金
引
き
下
げ
分
、

定
年
引
き
上
げ
の
課
題
な
ど

に
継
続
し
て
取
り
組
み
、
全

組
合
員
が
春
闘
へ
参
加
し
、

来
年
参
院
選
に
立
候
補
予
定

の
「
鬼
木
ま
こ
と
」
の
浸
透

と
と
も
に
春
闘
と
参
院
選
必

勝
を
あ
わ
せ
て
取
り
組
も

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
自
治
労
は
、
　
月
９
日
、

12

対
面
と
ウ
ェ
ブ
の
併
用
で
春

闘
討
論
集
会
を
開
き
、
２
０

２
２
年
春
闘
方
針
な
ど
を
討

論
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
川
本
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
し
、
「
コ
ロ
ナ
禍

は
、
自
治
体
に
緊
急
対
応
が

求
め
ら
れ
た
が
担
い
手
不
足

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
質
の

高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

全
組
合
員
が
「
参
加
す
る
春
闘
」

係
る
訓
練
移
転
（
日
米
共
同

訓
練
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

百
里
基
地
で
の

日
米
共
同
訓
練

の
強
行
は
今
回

で
　
回
目
と
な

10
り
ま
す
。

　
自
治
労
の
参

加
す
る
県
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
と

県
内
８
団
体
で

構
成
す
る
百
里

基
地
反
対
連
絡

協
議
会
は
、
　13

日
、
百
里
基
地

で
の
日
米
共
同

訓
練
の
即
時
中

止
を
求
め
る
た
め
、
抗
議
集

会
を
開
催
し
、
基
地
へ
の
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
０
１
５
年
の
安
保
法
制

成
立
後
、
日
米
共
同
軍
事
演

習
は
増
加
し
続
け
、
演
習
時

の
米
軍
機
緊
急
着
陸
や
部
品

落
下
事
故
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
百
里
基
地

は
、
茨
城
空
港
と
の
民
間
共

用
で
あ
る
た
め
万
が
一
事
故

が
起
き
れ
ば
利
用
者
や
地
域

住
民
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る

可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。
住

民
の
安
全
の
た
め
に
も
日
米

共
同
訓
練
反
対
の
声
を
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

　
じ
ち
ろ
う
団
体
生
命
共
済

は
２
０
２
２
年
６
月
以
降
、

新
制
度
に
移
行
さ
れ
ま
す
。

　
月
６
日
、
第
７
回
じ
ち
ろ

12う
全
国
共
済
集
会
が
ウ
ェ
ブ

で
開
か
れ
、
新
制
度
開
始
に

合
わ
せ
た
共
済
推
進
運
動
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
共
済
の
加
入
実

績
や
共
済
推
進
運
動
の
意

義
、「
新
た
な
共
済
推
進
方

針
」が
提
起
さ
れ
、
推
進
方

針
に
基
づ
い
た「
新
た
な
共

済
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
参

加
者
へ
共
有
化
と
、
共
済
推

進
運
動
の
強
化
と
あ
わ
せ
た

じちろう全国共済集会
新団体生命共済の推進で
組織強化につなげよう

組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
６
単
組
か
ら
、

工
夫
し
た
共
済
推
進
を
実
践

し
て
い
る
取
り
組
み
事
例
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

模
擬
共
済
説
明
会
と
し
て
制

度
説
明
を
実
際
に
行
う
様
子

が
参
加
者
へ
わ
か
り
や
す
く

動
画
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
単
組
は
、
今
回
の
新
制

度
移
行
を
契
機
に
１
人
で
も

多
く
の
組
合
員
の
加
入
拡

大
、
組
織
強
化
へ
つ
な
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
米
共
同
訓
練
反
対

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

百
里
基
地
前
で
抗
議

辺野古設計変更
不承認支持をアピール

　
　
月
　
日
か
ら
５
日
間
、

12

13

百
里
基
地
で
の
米
軍
再
編
に

百里基地前で抗議する集会参加者

水
戸
駅
前
で
ア
ピ
ー
ル
行
動

気になる方は各所属組合へ
まず、お見積もりで

32.5％ＯＦＦ[団体割引掛金]を
実感してみよう

　
沖
縄
県
は
　
月
　
日
、
米

11

25

軍
普
天
間
飛
行
場
の
名
護
市

辺
野
古
へ
の
移
設
計
画
を
巡

り
沖
縄
防
衛
局
か
ら
申
請
さ

れ
て
い
た
辺
野
古
新
基
地
建

設
に
お
け
る
設
計
変
更
申
請

に
つ
い
て
、
予
定
海
域
で
の

軟
弱
地
盤
の
未
調
査
や
環
境

保
全
対
策
も
不
十
分
で
あ
る

こ
と
か
ら「
普
天
間
の
危
険

性
の
早
期
除
去
に
は
つ
な
が

ら
な
い
」と
し
、
設
計
変
更

を「
不
承
認
」と
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け「
不
承
認
」を
支

持
す
る
全
国
行
動
の
取
り
組

み
が
行
わ
れ
、
自
治
労
な
ど

が
加
盟
す
る
県
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
　
月
８
日
、
水
戸
駅

12

北
口
で
茨
城
行
動
を
展
開
。

市
民
へ
辺
野
古
新
基
地
建
設

設
計
変
更
不
承
認
へ
の
支
持

と
、
新
基
地
建
設
の
中
止
を

求
め
る
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
行

い
ま
し
た
。
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確定闘争方針を決定した第2回拡大闘争委員会
（12月8日）

衆院選再選を喜ぶ青山やまと陣営
（10月1日）

第１回単組青年部長・女性部長会議
（7月21日）

新執行部を決定した県本部第119回臨時大会
（3月11日）

◆◆
２
０
２
１
年
国
内

大
ニ
ュ
ー

２
０
２
１
年
国
内
　
大
ニ
ュ
ー
スス

1010

■
新
型
コ
ロ
ナ
、
困
窮
者
の
列
、
各
地
で

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
長
期
化
で
、
仕
事
や
住
む
所

さ
え
失
っ
た
老
若
男
女
が
、
年
末
年
始
を
は
じ
め
各
地
の

食
料
支
援
、
生
活
相
談
に
列
。
わ
ず
か
数
カ
月
余
り
の
失

業
で
路
頭
に
迷
う
雇
用
の
劣
化
と
、
日
本
社
会
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
脆
弱
（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）
さ
が
あ
ら
わ
に

■
核
兵
器
禁
止
条
約
発
効

　
核
兵
器
の
開
発
、
所
有
、
使
用
を
違
法
と
す
る
核
兵
器

禁
止
条
約
が
　
カ
国
の
批
准
に
よ
り
発
効
（
１
月
）
。
被
爆

51

者
の
訴
え
が
世
界
を
動
か
す
。
一
方
、
日
本
政
府
は
条
約

締
約
国
会
議
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
に
も
否
定
的
。
唯

一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る

■
入
管
法
改
正
案
見
送
り

　
難
民
申
請
中
の
外
国
人
を
も
強
制
帰
国
さ
せ
る
出
入
国

管
理
法
改
正
案
の
成
立
見
送
り
を
政
府
が
決
定
（
５
月
）
。

３
月
に
は
ス
リ
ラ
ン
カ
人
女
性
が
入
管
施
設
内
で
必
要
な

医
療
を
受
け
ら
れ
ず
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
判
明
。
著
し
い

人
権
侵
害
が
横
行
す
る
入
管
行
政
に
批
判
集
中

■
記
録
的
豪
雨
、
土
砂
災
害
も
た
ら
す

　
相
次
い
だ
記
録
的
豪
雨
。
静
岡
県
熱
海
市
伊
豆
山
地
区

で
は
、
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生
（
７
月
）
。
上
流
に
造

成
さ
れ
た
盛
り
土
が
、
１
キ
ロ
先
の
海
へ
一
気
に
流
れ
出

し
、
約
１
３
０
戸
を
の
み
込
む
。
自
然
の
猛
威
を
侮
っ
た

人
災
に
、
各
地
で
不
安
募
る

■
最
低
賃
金
　
円
引
き
上
げ

28

　
地
域
別
最
低
賃
金
を
　
円
引
き
上
げ
る
目
安
を
、
中
央

28

最
低
賃
金
審
議
会
が
示
す
（
７
月
）
。
過
去
最
大
の
引
き
上

げ
幅
。
最
高
額
は
東
京
の
１
０
４
１
円
、
最
低
額
は
沖
縄

な
ど
８
２
０
円
に
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
最
賃
を
大
幅
に
引
き

上
げ
た
先
進
国
を
１
年
遅
れ
で
追
い
か
け
る

■
投
打
二
刀
流
、
大
谷
フ
ィ
ー
バ
ー

　
投
打
「
二
刀
流
」
で
数
々
の
記
録
を
塗
り
替
え
、
日
米
の

フ
ァ
ン
を
と
り
こ
に
し
た
、
米
大
リ
ー
グ
・
エ
ン
ゼ
ル
ス

の
大
谷
翔
平
選
手
。
７
月
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
で
は
史
上

初
の
「
二
刀
流
」
選
手
と
し
て
出
場
。
常
識
を
次
々
に
打
ち

破
る
活
躍
に
コ
ロ
ナ
の
う
っ
憤
晴
れ
る

■
新
型
コ
ロ
ナ
、
爆
発
的
感
染
拡
大

　
深
刻
な
医
療
崩
壊
を
招
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
第
５

波
。
菅
義
偉
前
首
相
が
五
輪
開
催
を
示
唆
し
て
以
降
、
感

染
者
が
急
増
、
７
月
末
に
は
一
日
当
た
り
１
万
人
を
超

え
、
８
月
　
日
に
は
最
悪
の
同
２
万
５
９
９
２
人
に
。
医

20

療
に
か
か
れ
ず
自
宅
で
亡
く
な
る
人
相
次
ぐ

■
東
京
五
輪
、
無
観
客
で
開
催

　
東
京
五
輪
は
、
世
論
を
二
分
す
る
議
論
の
末
、
無
観
客

で
開
催
。
開
閉
会
式
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
、
過
去
に
ナ
チ

ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
を
茶
化
す
「
ネ
タ
」
を
演
じ
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
解
任
さ
れ
る
な
ど
醜
聞
続
く
。
選
手
た
ち

の
懸
命
な
プ
レ
ー
が
唯
一
の
救
い
（
８
月
）

■
双
子
の
パ
ン
ダ
、
す
く
す
く
育
つ

　
上
野
動
物
園
で
オ
ス
と
メ
ス
の
双
子
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

パ
ン
ダ
が
誕
生
。
生
後
３
カ
月
で
白
と
黒
の
毛
並
み
も
生

え
揃
い
、
シ
ャ
オ
シ
ャ
オ
、
レ
イ
レ
イ
と
命
名
さ
れ
た
（
　10

月
）
。
パ
ン
ダ
初
来
日
か
ら
半
世
紀
。
ど
こ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス

で
愛
ら
し
い
姿
は
今
も
人
気

■
総
選
挙
、
自
民
議
席
減
も
政
権
を
維
持

　
自
民
党
総
裁
選
の
１
カ
月
余
り
に
及
ぶ
電
波
ジ
ャ
ッ
ク

の
末
、
岸
田
文
雄
新
首
相
就
任
。
衆
議
院
解
散
か
ら
史
上

最
短
　
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
総
選
挙
。
自
民
が
過
半

17

数
を
維
持
。
首
相
が
繰
り
返
し
た
「
人
の
話
を
よ
く
聞
く
」

と
の
約
束
は
決
し
て
忘
れ
な
い

　
今
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
終
息
す
る
ど
こ
ろ
か
爆
発
的
に
感
染
が
拡
が
り
、
緊
急
事
態
宣
言
、
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
等
に
よ
り
県
本
部
定
期
大
会
も
書
面
決
議
と
な
る
な
ど
組
合
活
動
も
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
私

た
ち
は
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
は
、
国
民
に
は
自
粛
を
強
要
し
経

済
を
優
先
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
強
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
に
よ
り
減
ら
さ
れ
続
け
て
き

た
公
的
医
療
と
福
祉
に
よ
り
、
深
刻
な
医
療
崩
壊
を
招
き
、
国
民
の
命
、
健
康
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
治
体
職
場
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
や
コ
ロ
ナ
罹
患
者
対
応
な
ど
で
圧
倒
的
な
人
員
不
足
が
顕
在
化
し
、
あ
ら
た

め
て
人
員
確
保
を
含
め
た
自
治
体
機
能
の
拡
充
を
求
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
８

月
の
人
事
院
勧
告
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
一
時
金
が
引
き
下
げ
と
な
り
、
官
民
比
較
に
基
づ
く
も
の
と
は
い
え
コ
ロ

ナ
禍
で
奮
闘
し
続
け
て
い
る
組
合
員
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
到
底
納
得
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
月
に
行
わ
れ

10

た
総
選
挙
で
は
、
自
民
党
が
単
独
で「
絶
対
安
定
多
数
」を
確
保
、
立
憲
民
主
党
が
議
席
を
減
ら
す
結
果
と
な
り
ま
し

た
が
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
声
を
上
げ
れ
ば
政
治
は
変
わ
り
ま
す
。
来
年
夏
に
は
第
　
回
参
議
院
選
挙
が
予
定
さ

26

れ
て
い
ま
す
。
自
治
労
の
要
求
す
る
政
策
を
国
政
に
届
け
る
た
め
、
働
く
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
平
和
な
社
会
の

実
現
の
た
め
、
私
た
ち
の
代
表
で
あ
る
組
織
内
候
補
予
定
者
「
鬼
木
ま
こ
と
」の
必
勝
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2021202120212021
社会福祉評議会が定期総会
（2月16日）

衛生医療評議会総会で鬼木候補へ応援
メッセージ（2月27日）

連合茨城が春闘に向け総決起集会
（2月27日）

公共サービスキャンペーンで水
戸駅頭でチラシ配布（3月12日）

連合茨城・医福労連から県へコ
ロナ対策要請行動（4月7日）

憲法擁護市民のつどいで講演する鎌田慧さん
（5月3日）

２会場同時ウェブ開催した第2回ユニオンセミナー
（5月22日）

単組代表者会議（5月22日）ウェブ参加した自治労第160回中央委員
会（5月27日）

第２回中央委員会（6月18日）公営企業評議会が第37回総会
（6月25日）

関東甲地連青年女性夏期交流集会
で県内分散会（7月11日）

県北・水郡・水戸ブロック第３
回活動者学校（7月14日）

第３回ユニオンセミナーで鬼木候補へ激励メッセージ
（7月17日）

ウェブ参加した自治労第95回定期大会
（8月25日）

百里基地前でオスプレイ飛行訓練への抗議行動
（8月26日）

第４回ブロック活動者学校であ
いさつする鬼木候補（10月16日）

衆院選再選で万歳する浅野さとし議員
（10月1日）

現業評議会が定期総会（12月4日） 女性部第65回定期大会（12月1日） 青年部第65回定期大会（11月30日） 県庁で地公労決起集会（11月15日）


